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〔国際地域学研究科〕
国際地域学専攻

後期課程

前期課程とあわせて 5 年間

研究指導
主指導教授の研究指
導は必ず履修

講義・演習
特殊研究Ⅰ～Ⅵを各
セメスタに1 科目ず
つ順を追って履修し
なければならない

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
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バ
イ
ス
を
受
け
る

博
士
論
文
の
提
出

審
査
お
よ
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終
試
験

博
士　

学
位
記
の
授
与

国　際
地域学

前期課程

２年間で 30 単位以上修得

研究指導
主指導教授の研究指
導は在籍セメスタの
ものを必ず履修

講義・演習
課程表の中から研究
内容に適した科目を
履修する

● これ以外に主指導教
授が研究指導上認め
た場合、他研究科・
他専攻の授業科目お
よび他大学（協定校）
の授業科目を10 単
位まで履修かつ修得
できる

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

修
士
論
文
（
特
定
課
題
研
究

論
文
）
の
提
出

口
述
試
問
（
最
終
試
験
）

修
士　

学
位
記
の
授
与
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国際地域学専攻
博士前期課程

授業科目・研究指導
Class

講義・　
演習の別

単位
Unit

開講
職　名 担当教員

Class Teacher Name 備　　　考昼間 夜間
（土曜含む）日本語 Eng.

都 市・ 社 会 基 盤 計 画 特 論
Advanced Theory of Urban Infrastructure Development and Management 講 義 2 春 秋 教 授 岡　村　敏　之

Toshiyuki Okamura

都 市・ 社 会 基 盤 計 画 演 習
Seminar on Urban Infrastructure Development and Management 演 習 2 秋 教 授 岡　村　敏　之

Toshiyuki Okamura

エ ネ ル ギ ー 資 源 管 理 特 論
Advanced Theory of Energy and Resources Managenent 講 義 2 春 秋 教 授 久留島　守　広

Morihiro Kurushima

エ ネ ル ギ ー 資 源 管 理 演 習
Seminar on Energy and Resources　Management 演 習 2 秋 教 授 久留島　守　広

Morihiro Kurushima

居 住 環 境 計 画 特 論
Advanced Theory of  Human Settlement Planning 講 義 2 春 教 授 藤　井　敏　信

Toshinobu Fujii

居 住 環 境 計 画 演 習
Seminar on Human Settlement Planning 演 習 2 秋 教 授 藤　井　敏　信

Toshinobu Fujii

国 際 環 境 衛 生 特 論
Advanced Theory of Environmental Sanitation 講 義 2 秋 春 教 授 北　脇　秀　敏

Hidetoshi Kitawaki

国 際 環 境 衛 生 演 習
Seminar on Environmental Sanitation 演 習 2 春 教 授 北　脇　秀　敏

Hidetoshi Kitawaki

開 発 経 済 学 特 論
Advanced Theory of Development Economics 講 義 2 秋 秋 教 授 坂　元　浩　一

Koichi Sakamoto

開 発 経 済 学 演 習
Seminar on Development Economics 演 習 2 春 教 授 坂　元　浩　一

Koichi Sakamoto

公 共 経 済 学 特 論
Advanced Theory of Public Economics 講 義 2 秋 教 授 金　子　　　彰

Akira Kaneko

公 共 経 済 学 演 習
Seminar on Public Economics 演 習 2 春 春 教 授 金　子　　　彰

Akira Kaneko

ア ジ ア 地 理 学 特 論
Advanced Theory of Asian Geography 講 義 2 秋 春 教 授 張　　　長　平

ZHANG Changping

ア ジ ア 地 理 学 演 習
Seminar on Asian Geography 演 習 2 春 教 授 張　　　長　平

ZHANG Changping

国 際 協 力 特 論
Advanced Theory of International Cooperation 講 義 2 春 春 教 授 吉　永　健　治

Kenji Yoshinaga 

国 際 協 力 演 習
Seminar on International Cooperation 演 習 2 秋 教 授 吉　永　健　治

Kenji Yoshinaga

社 会 シ ス テ ム 特 論
Advanced Theory of Social System 講 義 2 春 春土 教 授 池　田　　　誠

Makoto Ikeda

社 会 シ ス テ ム 演 習
Seminar on Social System 演 習 2 秋土 教 授 池　田　　　誠

Makoto Ikeda

地 域 社 会 学 特 論
Advanced Theory of Urban and Regional sociology 講 義 2 春 秋土 教 授 髙　橋　一　男

Kazuo Takahashi

地 域 社 会 学 演 習
Seminar on Urban and Regional sociology 演 習 2 秋 教 授 髙　橋　一　男

Kazuo Takahashi

地 域 情 報 マ ネ ジ メ ン ト 特 論
Advanced Theory of Regional Information Management 講 義 2 秋 教 授 中　挾　知延子

Chieko Nakabasami

地 域 情 報 マ ネ ジ メ ン ト 演 習
Seminar on Regional Information Management 演 習 2 春 秋 教 授 中　挾　知延子

Chieko Nakabasami

地 球 環 境 特 論
Advanced Theory of Global Environmental Management 講 義 2 春 教 授 荒　巻　俊　也

Toshiya Aramaki

地 球 環 境 演 習
Seminar on Global Environmental Management 演 習 2 秋 秋 教 授 荒　巻　俊　也

Toshiya Aramaki

国　際
地域学
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授業科目・研究指導
Class

講義・　
演習の別

単位
Unit

開講
職　名 担当教員

Class Teacher Name 備　　　考昼間 夜間
（土曜含む）日本語 Eng.

開 発 人 類 学 特 論
Advanced Theory of Development Anthropology 講 義 2 春 秋 准 教 授 杉　田　映　理

Elli Sugita

開 発 人 類 学 演 習
Seminar on Development Anthropology 講 義 2 秋 准 教 授 杉　田　映　理

Elli Sugita

都 市 開 発 特 論
Advanced Theory of Urban Development 講 義 2 春 教 授 安　　　相　景

An Sang Kyung

都 市 開 発 演 習
Seminar on  Urban Development 演 習 2 秋 秋 教 授 安　　　相　景

An Sang Kyung

公 共 経 営 特 論
Advanced Theory of Public Management 講 義 2 秋 教 授 稲　生　信　男

Nobuo Ino

公 共 経 営 演 習
Seminar on Public Management 演 習 2 春 教 授 稲　生　信　男

Nobuo Ino

ジ ェ ン ダ ー 特 論
Advanced Theory of Gender and Migration 講 義 2 春

Eng. 教 授 マリア　ロザリオ　バレスカス
Maria Rosario Piquero Ballescas

ジ ェ ン ダ ー 演 習
Seminar on Gender and Migration 演 習 2 秋 教 授 マリア　ロザリオ　バレスカス

Maria Rosario Piquero Ballescas

国 際 都 市 環 境 特 論
Advanced Theory of Urban Environmental Planning 講 義 2 本年度休講

国 際 都 市 環 境 演 習
Seminar on Urban Environmental Planning 演 習 2 本年度休講

科 学 技 術 政 策 特 論
Advanced Theory of Science and Technology Policy 講 義 2 本年度休講

科 学 技 術 政 策 演 習
Seminar on Science and Technology Policy 演 習 2 本年度休講

国 際 経 済 持 論
Advanced Theory of International Economics and Project Evalution 講 義 2 本年度休講

国 際 経 済 演 習
Seminar on International Economics and Project Evalution 講 義 2 本年度休講

安 全 ･ 危 機 管 理 特 論
Advanced Theory of Safety and Risk Management 講 義 2 本年度休講

安 全 ･ 危 機 管 理 演 習
Seminar on Safety and Risk Management 演 習 2 本年度休講

国 際 地 域 学 研 究 指 導 Ⅰ ～ Ⅳ
Special Lecture on Regional Development Studies 2

（指導教員）
岡村、久留島、藤井、北脇、坂元、金子、張、吉永、
池田、髙橋、中挾、荒巻、バレスカス

履修方法
１． 履修する授業科目は、指導教員の指示を受けて決定すること。
２． 原則として「国際地域学研究指導」は、Ⅰ・Ⅱ…の順に各セメスタ必ず履修・単位修得すること。修得した単
位は修了要件の単位に充当する。

３． 本表に掲げた科目の他、指導教員が研究指導上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および
他大学（協定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得で
きる）。修得した単位は修了要件の単位に充当する。

国際地域学専攻　博士前期課程　英語による授業について
　表中「Eng．」欄に○印の付いている科目は英語での授業を行います。

国　際
地域学
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博士後期課程

授業科目・研究指導 講義・　
演習の別 単位 職　　名 担当教員 備考

国際地域学特殊研究Ⅰ（１セメ）
Specialized research on Regional Development Studies Ⅰ

演 習 2

岡村、北脇、坂元、金子、
張、吉永、中挾、荒巻、
バレスカス

国際地域学特殊研究Ⅱ（２セメ） 演 習 2

国際地域学特殊研究Ⅲ（３セメ） 演 習 2 教 授

国際地域学特殊研究Ⅳ（４セメ） 演 習 2

国際地域学特殊研究Ⅴ（５セメ） 演 習 2

国際地域学特殊研究Ⅵ（６セメ） 演 習 2

国際地域学研究指導Ⅰ～Ⅵ
Special Lecture on Regional Development Studies

2
（各指導教員）
岡村、北脇、坂元、金子、
吉永、中挾、荒巻、バレスカス

履修方法
博士前期課程
１．原則として「国際地域学特殊研究Ⅰ～Ⅵ」は、Ⅰ・Ⅱ…の順に各セメスタ履修すること。
２．「国際地域学研究指導」は、Ⅰ・Ⅱ…の順に各セメスタ履修すること。
３． 本表に掲げた科目の他、指導教員が研究指導上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他

大学（協定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得できる）。

国　際
地域学
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国際観光学専攻

国　際
観光学

後期課程

前期課程とあわせて5 年間

研究指導
主指導教授の研究指
導は必ず履修

講義・演習
特殊研究Ⅰ～Ⅵを各
セメスタに1 科目ず
つ順を追って履修し
なければならない

履修の流れ

指
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教
授
を
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る
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究
内
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に
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ら
し
合
わ
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業
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文
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査
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博
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学
位
記
の
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前期課程

２年間で 30 単位以上修得

研究指導
主指導教授の研究指
導は在籍セメスタの
ものを必ず履修

講義・演習
課程表の中から研究
内容に適した科目を
履修する

● これ以外に主指導教
授が研究指導上認め
た場合、他研究科・
他専攻の授業科目お
よび他大学（協定校）
の授業科目を10 単
位まで履修かつ修得
できる

履修の流れ

指
導
教
授
を
決
め
る

研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ

授
業
科
目
の
ア
ド
バ
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文
（
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）
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）
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国際観光学専攻
博士前期課程

授業科目・研究指導 講義・　
演習の別 単位

開　　講
職　　名 担当教員 備　　　　考

昼 夜
観 光 交 通 特 論
Advanced Theory of Tourism Transportation 講 義 2 秋 准 教 授 島　川　　　崇

Takashi　Shimakawa

観 光 交 通 演 習
Seminar on Tourism Transportation 演 習 2 春 准 教 授 島　川　　　崇

Takashi　Shimakawa

観 光 交 流 特 論
Advanced Theory of Tourism Exchange 講 義 2 春 教 授 梁　　　春　香

Chun Xiang　Liang

観 光 交 流 演 習
Seminar on Tourism Exchange 演 習 2 秋 教 授 梁　　　春　香

Chun Xiang　Liang

国 際 交 通 経 営 特 論
Advanced Theory of International Transport Management 講 義 2 秋 教 授 堀　　　雅　通

Masamichi Hori

国 際 交 通 経 営 演 習
Seminar on International Transport Management 演 習 2 春 教 授 堀　　　雅　通

Masamichi Hori

旅 行 産 業 特 論
Advanced Theory of Travel Industry 講 義 2 秋 教 授 松　園　俊　志

Shunshi Matsuzono

旅 行 産 業 演 習
Seminar on Travel Industry 演 習 2 春 教 授 松　園　俊　志

Shunshi Matsuzono

観 光・ ホ テ ル 事 業 特 論
Advanced Theory o Hotel and Tourism Industry 講 義 2 春 教 授 飯　嶋　好　彦

Yoshihiko Iijima

観 光・ ホ テ ル 事 業 演 習
Seminar on Hotel and Tourism Industry 演 習 2 秋 教 授 飯　嶋　好　彦

Yoshihiko Iijima

ホスピタリティ・マネジメント特論
Advanced Theory of Hospitality Management 講 義 2 秋 准 教 授 徳　江　順一郎

Jun-ichiro Tokue

ホスピタリティ・マネジメント演習
Seminar on Hospitality  Management 演 習 2 春 准 教 授 徳　江　順一郎

Jun-ichiro Tokue

観 光 資 源 特 論
Advanced Theory of Tourism Resource 講 義 2 春 教 授 東海林　克　彦

Katsuhiko Shoji

観 光 資 源 演 習
Seminar on Tourism Resource 演 習 2 秋 教 授 東海林　克　彦

Katsuhiko Shoji

都 市 観 光 シ ス テ ム 特 論
Advanced Theory of Urban Tourism System 講 義 2 春 教 授 古　屋　秀　 樹

Hideki Furuya

都 市 観 光 シ ス テ ム 演 習
Seminar on Urban Tourism System 演 習 2 秋 教 授 古　屋　秀　樹

Hideki Furuya

環 境 保 護 特 論
Advanced Theory of Environmental Conservation 講 義 2 秋 教 授 薄　木　三　生

Mitsuo Usuki

環 境 保 護 演 習
Seminar on Environmental Conservation 演 習 2 春 教 授 薄　木　三　生

Mitsuo Usuki

地 域 経 営 特 論
Advanced Theory of Regional Administration 講 義 2 春 教 授 和　田　尚　久

Naohisa Wada

地 域 経 営 演 習
Seminar on Regional Administration 演 習 2 秋 教 授 和　田　尚　久

Naohisa Wada

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 特 論
Advanced Theory of Information Network 講 義 2 本年度休講

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 演 習
Seminar on Information Network 演 習 2 本年度休講

サ ー ビ ス 産 業 特 論
Advanced Theory of Service Industry Management 講 義 2 本年度休講

サ ー ビ ス 産 業 演 習
Seminar on Service Industry Management 演 習 2 本年度休講

国際観光学研究指導Ⅰ～Ⅳ
Special Lecture for International Tourism Studies 　 2 （各指導教員）

梁、堀、松園、飯嶋、東海林、古屋、薄木、和田

国　際
観光学

163-170_東洋大学院要覧_国際地域学研究科.indd   168163-170_東洋大学院要覧_国際地域学研究科.indd   168 2012/03/08   15:00:242012/03/08   15:00:24



─ 169 ─

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教員の指示を受けて決定すること。
２． 「国際観光学研究指導」は、Ⅰ・Ⅱ…の順に各セメスタ必ず履修・単位修得すること。修得した単位は修了要

件の単位に充当する。
３．演習科目について、同一名称の科目を２回（４単位）まで履修・単位修得することができる。
　　 平成21年度までに入学した学生は、次頁『演習科目の取扱いと履修について』を確認のうえ、履修・単位修得

すること。
４． 本表に掲げた科目の他、指導教員が研究指導上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および

他大学（協定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得で
きる）。修得した単位は修了要件の単位に充当する。　

演習科目の取扱いと履修について　【平成21年度までに入学した学生対象】
■平成22年度より演習科目名変更につき、次のように取扱いとする。

平成21年度までの（演習）科目名
平成22年度以降に履修・単位修得する

（演習）科目名

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 演 習 Ａ
⇨

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 演 習
（平成24年度休講）情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 演 習 Ｂ

観 光 交 流 演 習 Ａ
⇨ 観 光 交 流 演 習

観 光 交 流 演 習 Ｂ

国 際 交 通 経 営 演 習 Ａ
⇨ 国 際 交 通 経 営 演 習

国 際 交 通 経 営 演 習 Ｂ

旅 行 産 業 演 習 Ａ
⇨ 旅 行 産 業 演 習

旅 行 産 業 演 習 Ｂ

観 光・ ホ テ ル 事 業 演 習 Ａ
⇨ 観 光・ ホ テ ル 事 業 演 習

観 光・ ホ テ ル 事 業 演 習 Ｂ

サ ー ビ ス 産 業 演 習 Ａ
⇨ サービス産業演習 （平成24年度休講）

サ ー ビ ス 産 業 演 習 Ｂ

観 光 資 源 演 習 Ａ
⇨ 観 光 資 源 演 習

観 光 資 源 演 習 Ｂ

都 市 観 光 シ ス テ ム 演 習 Ａ
⇨ 都 市 観 光 シ ス テ ム 演 習

都 市 観 光 シ ス テ ム 演 習 Ｂ

環 境 保 護 演 習 Ａ
⇨ 環 境 保 護 演 習

環 境 保 護 演 習 Ｂ

■平成22年度以降の演習科目は、次の例に倣って履修・単位修得すること。
　○ 「情報ネットワーク演習Ａ」と「情報ネットワーク演習Ｂ」を単位修得している場合、「情報ネットワーク演習」

を履修・単位修得することはできない。
　○ 「情報ネットワーク演習Ａ」「情報ネットワーク演習Ｂ」のどちらか１科目を単位修得している場合、「情報ネッ

トワーク演習」は１回のみ履修・単位修得できる。
　○ 「情報ネットワーク演習Ａ」「情報ネットワーク演習Ｂ」のどちらも単位修得していない場合、「情報ネットワー
ク演習」は２回まで履修・単位修得できる。

■平成21年度までに単位修得した演習科目名は、これまで通りの取扱いとする。

国　際
観光学

163-170_東洋大学院要覧_国際地域学研究科.indd   169163-170_東洋大学院要覧_国際地域学研究科.indd   169 2012/03/08   15:00:242012/03/08   15:00:24



─ 170 ─

国　際
観光学

博士後期課程

授業科目・研究指導 講義・　
演習の別 単位 職　　名 担当教員 備考

国際観光学特殊研究Ⅰ（１セメ）
Specialized Research on　International Tourism Studies 

演 習 2

飯嶋、薄木、東海林、藤井、
古屋、堀、松園、梁、和田

国際観光学特殊研究Ⅱ（２セメ） 演 習 2

国際観光学特殊研究Ⅲ（３セメ） 演 習 2 教 授

国際観光学特殊研究Ⅳ（４セメ） 演 習 2

国際観光学特殊研究Ⅴ（５セメ） 演 習 2

国際観光学特殊研究Ⅵ（６セメ） 演 習 2

国際観光学研究指導Ⅰ～Ⅵ
Special Lecture for International Tourism Studies 

2 （各指導教員）
飯嶋、東海林、藤井、古屋、堀、和田

履修方法
１．原則として「国際観光学特殊研究Ⅰ～Ⅵ」は、Ⅰ・Ⅱ…の順に各セメスタ履修すること。
２．「国際観光学研究指導」は、Ⅰ・Ⅱ…の順に各セメスタ履修すること。
３． 本表に掲げた科目の他、指導教員が研究指導上必要と認めるときは、本学の他研究科・専攻の授業科目および他

大学（協定校）の授業科目を10単位まで単位修得することができる（同一名称の科目は１回のみ単位修得できる）。

国際地域学研究科博士前期課程における特定課題研究論文について

　本研究科では、修士論文に代えて、特定課題研究論文による博士前期課程の修了を認めています。「特定課題研究
論文」とは、「特定の課題について、実践的に調査・研究した論文」をいいます。「特定課題研究論文」での提出を下
記のように認めます。

記
１．特定課題研究論文は、12000字以上を３本提出する。
２． 修士論文または特定課題研究論文については原則として入学時に選択する（２年次の７月末及び秋入学の場合は
１月末まで変更を認める）。

３．博士後期課程進学希望者は修士論文を選択すること。
４．３本まとめたものの提出にあたっては提出時期・様式とも修士論文に準ずる（次表参照）。
　　＜３本まとめて提出する場合の提出日程＞
入学時期 題目届用紙配布 題目届提出締切日 論文提出時期（３本まとめたもの） 提出先

４月 ４月上旬 2012年５月10日（木） 修士論文提出時期に同じ 大学院教務課

秋 10月上旬 2012年10月31日（水） 修士論文提出時期に同じ 大学院教務課
＊１・２・３本目のそれぞれの提出時期は、主指導教員の指示を受け、主・副指導教員に適宜直接提出すること
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